
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

５ 最終評価
（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○授業改善の推進
○家庭学習の充実

〇基礎基本の定着を図るために「対話的な活
動」を軸とした授業の改善を行ったと回答した職
員が80％以上
〇授業の中で、一人一台タブレット端末を活用
し、理解が深まった回答した生徒が80％以上
○授業において、「基礎基本事項を理解すること
ができたなら、周囲の人が理解できるように説明
することができた」と回答した生徒が70％以上
〇AIDノートを使って、家庭学習を行ったと回答し
た生徒が80％以上

・全職員で「対話的な活動」を取り入れた授業改
善を実施する。
・全職員にタブレット端末の活用の研修、情報の
共有を実施する。
・AIDノート（伊万里中版生活・学習ノート）の活用
を通した自学の徹底と「質」の向上を実施する。 B

・1月に実施したアンケート調査で、「話し合う活動や書く活動を取り入れた授業を行
い、生徒の理解を促したり、考えを深めたりすることができるようにしている」と肯定
的に回答した教職員が89％。
・1月に実施したアンケート調査で「一人一台タブレット端末を活用したことで、授業
内容の理解が深まっている」と肯定的に回答した生徒が82％。
・1月に実施したアンケート調査で「話し合う活動や書く活動を取り入れた授業を通
して、理解が進んだり、考えを深めたりすることができている」と肯定的に回答した
生徒が87％。
・1月に実施したアンケート調査で「家庭学習は、AIDノートを使って、行っている」と
肯定的に回答した生徒が84％。

B

・オープンスクールで各教室の授業を参観し、話し合う活動や書く活
動が行われている様子を拝見した。
・それらの活動により、生徒が言葉を発したり書いたりすることで考え
が深まり、課題に主体的に取り組む姿勢が育成され、学力向上につ
ながると思う。
・一人一台タブレット端末の活用は、各自の授業内容の理解を深め
ることに役立ち、それを周りと共有していくことで、全体の学力向上に
つながると思う。
・Ⅰ－PUTの取り組みで、わずかな時間であっても継続して取り組む
学習の積み重ねが、学力向上につながると思う。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、他者
への思いやりや社会性、倫理観や正義感、感動
する心など、豊かな心を身に付ける教育活動

○道徳の授業を通して、自分の意見を周りに伝
えたり、他者の考えを受け入れて自分自身を見
つめ直したりする生徒７０％以上
〇学期ごとに、集会や標語や作文の作成を行
う。提出状況90％以上

・ワークシートを工夫し、振り返りの時間を十分
に確保することで自分の考えを整理させる。
・書く時間を確保し、人権に関わる放送を定期的
に行う。また、生徒の作品の紹介と掲示を行う。

A

・計画的に集会や作文、標語作成が行えた。授業実践も各学年の担当を中心に行
えた。２年生では、人権・同和教育週間を設定し、地区同研の支援員に入ってもら
い、授業検討を行い、実践を行った。
・道徳の授業を通じて自分を見つめ直すことができたと感じている生徒が85％と自
己理解や他者理解が深まったと感じていることが分かる。
・自分の将来の夢や目標の実現に向けて意欲を持っている生徒は70％。今後キャ
リア教育に重点を置いた計画が必要であると考えられる。

B

・集会や作文、標語作成の取り組みは大切だと思う。
・道徳の授業で、自分を見つめ直したり、友達や他者の理解を深めて
いくことは、中学生の時期にとても重要なことだと思う。
・情報技術の進化など変化の著しい現在、５年先、１０年先にどんな
職業が存在しているのか予測することが難しいが、自分はどんなこと
が好きか、どんなことが得意か、好きなことや得意なことを生かして人
の役に立つことがないか考えながら、将来を展望していってほしい。

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組の
充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめの防止
等のための取組、事案対処等）について組織的
対応ができていると回答した職員90％以上

・いじめの覚知・認知に対する対応マニュアルの
周知
・いじめ対応に関する研修会の実施
・アンケート「心のとびら」の実施（毎月）
・教育相談部会との連携

A

・「いじめ防止等について組織的な対応ができている」と回答した職員は100％で
あった。学校生活の中で把握し得るものに関しては、早期発見と対応ができる体制
ができている。また、いじめ発覚後は学校、生徒、保護者の三者による面談、生徒
のケアを含めた継続的な面談、特別活動等で取り扱うなど、再発防止に向けての
対応ができている。

A

・クラスからいじめと思われる状況が確認された場合は、担任一人で
抱え込まないよう、学校全体で防止活動を取り組むのだということ
を、努めて確認し合うようにお願いします。
・職員や保護者、地域の大人は、いじめを絶対に許さないという強い
思いを持ち、生徒にそのメッセージを送り続けたい。

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実現に向け
て意欲的に取り組もうとするための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれてい
ると思う」と回答した生徒80％以上
●「将来の夢や目標を持っている」について肯定
的な回答をした生徒80％以上
●「自分が行きたい高校決まっている」について
肯定的な回答をした生徒７５％以上
（３年）

・生徒会活動の活性化（生徒を中心にした活動
の推進）
・キャリア教育の充実
・職場体験学習の実施
・進路学習やエナジードを用いた学習

B

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」と回答した生徒は88％で
あった。
・「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な回答をした生徒は68％であっ
た。
・「自分が行きたい高校が決まっている」について肯定的な回答をした生徒は、全
校で65％であった。

B

・先生に承認されているという思いは生徒の心の安定につながり、生
徒が自信をもって自己の能力を伸ばす力になる。これからも生徒一
人ひとりの良さをしっかりと認めていってほしい。

◎『渭水精神』（校訓）の指導徹底と善悪の判
断・自律心の育成

○『渭水精神』を心がけて学校生活を送ってい
る』と回答する生徒80％以上

・生徒会と連携して校則の見直しを行うことで、
自己有用感と遵法精神高揚を図る
・掲示物や放送等で、生徒の善行などを知らせ
る
・登下校や学校生活、集会等で繰り返し指導・声
かけを行う

B

・「渭水精神を心がけている」「まあ心がけている」と回答した生徒は75％であった。
この変革期を機会として、自己有用感を体験できる場をより多く設定したり、規則を
守ることの重要性を継続的に指導したりして、伊万里中学校の自治に積極的に参
加できる生徒を育成したい。 B

・伊万里中学校開学より受け継がれてきた「渭水精神」を、今後も未
来永劫伝授してください。
・渭水精神が理解しやすいように日常生活に当てはめた具体例を学
校だよりで紹介してもらい、家庭や地域でも一緒になって実践した
い。

●「望ましい食習慣と食の自己管理能力の育
成」

〇「健康に良い食事をしている」生徒８０％以上
〇８５％以上の生徒が栄養や食事をとる時間を
意識し、自分のコンディションを考えて調整しよう
とする。

・「朝食について」のアンケートを実施し、朝食の
必要性と栄養についての資料提示・講話。
・運動別の栄養の取り方や運動前の食事の内
容と時間について資料の提示と講話。
・「ふれあいおにぎりday」に向けてレシピを募集
し全校に紹介する。

A

・1月に実施したアンケート調査で「健康によい食事をしている」と肯定的に回答した
生徒89％。

B

・食の重要性は生涯にわたる重要なテーマである。中学生の時期か
ら家庭科や総合、社会科など様々な分野で取り上げ、生徒に伝えて
ほしい。

○心身の健康増進のための啓発 ○病気・感染症・ケガの予防・対策を意識して、
実践している生徒８７％以上を目指す。
○運動習慣のある生徒８５％以上を目指す

・生徒や保護者に通信・キュベル・掲示物等を通
して啓発や情報の発信を積極的に行う。
・部活動による心身の健全な育成を行う。

B

・1月に実施したアンケート調査で「病気や感染症の予防や対策をし、実践している」と肯定
的に回答した生徒が79％。「定期的に運動している」と肯定的に回答した生徒が84％。「ケガ
の予防や対策を意識し、実践している」と肯定的に回答した生徒が77％。
・どの項目も肯定的な回答が多く、基本的な生活習慣が身に付いている生徒が多い。一方、
意識はできていても、実践まで繋がっていない生徒も一部みられるので、今後も啓発等を続
けながら改善に努める。

B

・食の重要性と同じく、健康増進の意識や実践は生涯にわたり重要
である。自己の能力を生かして人の役に立ち、幸せを実感して生活
できるよう、その基盤となる心身の健康の大切さを啓発してほしい。

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の削
減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間
の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1人当たり
の年次休暇の取得日数１４日以上

・長期休業やテスト期間中において積極的に年
休促進を呼びかける。
・誕生日や家族の行事に合わせて積極的に年
休を取得することを呼びかけ、心身のリフレッ
シュをする。

B

・1月に実施したアンケート調査で「年次休暇を年間14日以上取るよう意識してい
る」と肯定的に回答した教職員が56％である。14日の目標達成はできなかったが、
本校の年休取得日数の平均は9.6日であった。
・病気や通院等に限らず、心身の健康維持のための年次休暇取得を促してきた
が、さらなる周知と働きかけが必要である。

B

・完全週休二日制が一般的な世の中ですが、教育現場は授業と部活
でなかなか思うようにはいかないと思います。しっかりと有給休暇を
取得し、リフレッシュして子ども達に接してください。
・部活動の休みも多く取り入れられてきていると思う。職員のみなさん
は、自己の楽しみや、家庭や地域での生活を大切にして、休暇を十
分に取りながら、職業生活を楽しんでほしい。

○行事、学級・学年事務、校務分掌事務等の精
選、簡略化

〇Teams での情報やデータ等の共有を確実に
行い、トラブルの未然防止に努めている職員
80％以上
〇採点システムの導入と活用により、定期テスト
等の採点業務による持ち帰りの負担軽減につな
がった職員80％

・ICT活用における具体的取り組みの紹介。
・リモート機能の活用。

A

・Teamsを活用した情報共有は浸透しつつあるが、より分かりやすい情報共有を
図っていく。
・ICT活用のために、職員間でのアプリ等の情報共有が行われている。
・1月に実施したアンケート調査において、「採点システムの導入と活用により、定
期テスト等の採点業務に伴う持ち帰り業務の負担軽減につながった」と肯定的に回
答した教職員は91％であり、中間評価より30％増加した。これは、自動採点機能の
操作や活用に教職員が徐々に慣れてきたことが、一因であると考えられる。

A

・採点システムの導入は素晴らしいと思う。そのほかにも業務改善に
つながるシステムをどんどん取り入れてほしい。

●特別支援教育の充実

○特別支援教育の専門性向上
○LITALICOへの完全移行

○特別支援教育に関する知識を高め、高い専門
性と意識をもって取り組む職員90％以上

・生徒の「困り」にいち早く気づき、家庭連絡をし
たり、必要に応じてSC、SSW、その他の関係機
関と連携をとる。
・LITALICOに関する研修会を行う。

A

・最終アンケートでは「特別支援教育に関する知識を高め、専門性や意識を向上さ
せている」と肯定的に回答した職員は94％で中間評価より増加した。
・SC、SSW、その他の関係機関との連携や利用が前期より増加した。特別支援、教
育相談の両方面から様々な事案に先生方が直面し対応されたと思われる。
・リタリコについては、来年度完全移行を目指す。

A

・特別支援教育に関する知識を高め、専門性や意識を向上させてい
る職員が増えていることは大変素晴らしいと思う。今後もすべての職
員が、専門性を高めてほしい。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○生徒指導の充実

○校訓（渭水精神）の徹底指導と善悪の判断・
自律心の育成
〇生徒主体の活動推進と生徒による自浄作用
の支援
〇いじめや問題行動等の早期発見と組織的な
対応の徹底

○校訓を答えることができると肯定的な回答をし
た生徒・保護者９０％以上
〇行事等の運営を生徒主体で実施
〇いじめや問題行動等の早期発見と組織的な
対応の徹底が実践されていると肯定的な回答を
した生徒・保護者８０％以上

・学校だよりを配布し、さらに連絡アプリを活用し
周知徹底を図る。
・生徒の小さな成長や努力を認め、ほめるこから
はじめる。
・生徒会にできることを増やし、学校運営の一部
を任せることで、生徒の主体性を高める。

A

・1月に実施したアンケート調査で「いじめや問題行動等の早期発見と組織的な対
応の徹底が実践されている」と肯定的な回答をした生徒・保護者は83％であった。
・いじめや問題行動については、発生時に特定の教職員に任せるのではなく、組織
として情報を共有し、連携しながら対応している。今後も、早期発見・早期対応と組
織的対応の充実に努めていく。

A

・入学式などの進行を生徒が行うことは大変すばらしい。進行してい
る生徒も、会場にいる生徒にも、来場している保護者や地域の方に
も、すべてに良い影響がある。
・いじめを絶対に見逃さないという強い意識を、継続してほしい。

○開かれた学校づくり

○小中連携の充実
〇保護者や地域への学校情報の積極的な発信
〇コミュニティ・スクールを核とした学校と地域の
連携・協働

○「学校は地域や保護者と協力して教育活動を
行っている」と回答する地域の方・保護者80％以
上。
○「開かれた学校づくりに取り組んでいる」と回
答する保護者80％以上

・学校運営協議会（コミュニティスクール）の運営
を各学校と協力して行う。
・学校だよりを地域に配布し、開かれた学校づく
りを心がける。
・学校HPを随時更新し、学校安心メールを積極
的に活用する。

A

・1月に実施したアンケート調査で「学校は地域や保護者と協力して教育活動を行っ
ている」と回答する地域の方・保護者90％であった。
・1月に実施したアンケート調査で「開かれた学校づくりに取り組んでいる」と肯定的
な回答をした保護者93％であった。
・学校行事の実施後には、ホームページやキュベル（家庭連絡用メール）を通じて、
迅速かつ継続的な情報提供を行っている。

A

・入試模擬面接会は、本番に向けて自信を持てた子どもや反省、修
正を行うなどして志望校に望んでもらえたのではないかと思います。
もっと早期に、この取り組みを思い立てなかったのかと悔まれます
が、今後益々充実させてもらいたいと思います。
・オープンスクールの呼びかけを早めに行ってもらっている。
・オープンスクール週間には保護者のみならず、地域の区長さんや
民生委員さんほか、いろんな方が学校の様子を見に来るということ
を、生徒も意識するのは良いことだと思う。週間には伊万里中にたく
さんの人が来校し、それが当たり前の姿になってほしい。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

５ 総合評価・
  次年度への展望

・授業のねらいを明確にした「わかる授業」を基盤に、対話や振り返りを取り入れた授業改善を継続するとともに、家庭学習の目的や取組方法を整理し、生徒が主体的に学習に取り組む力の育成を図る。
・定期テストに加え、日常の学習活動や振り返りの様子などから生徒の学びの状況を継続的に把握し、その結果を授業改善や個に応じた指導へとつなげ、学力の定着と向上を目指す。
・キャリア教育については、１年次から計画的・継続的に取り組むことで、自らの将来を考え、夢や目標をもって学校生活を送ることができる生徒の育成を推進する。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

１ 前年度
  評価結果の概要

・「わかる授業」の実践と、家庭学習の充実を図る指導を継続し、生徒の学力の向上を図る。また、定期テスト以外でも生徒の学力を見取り、指導の改善につなげていく。
・キャリア教育については、１年次からの計画的、継続的な教育活動を実践していくことにより、将来の夢や目標が持てる生徒を増やしていく。
・今年度良い評価となった項目については、次年度も実践を続け、学校教育目標の達成を目指していく。

２ 学校教育目標
『誇りと志をもち、自ら考え、行動する生徒の育成』 ～「やる気・根気・負けん気」の醸成を通して ～
  （校訓「渭水精神」○形を正す ○挨拶をする ○負けじ魂を持つ ○物を大切にする ○思いやりの心をもつ）

３ 本年度の重点目標 （１）分かりやすく、楽しい授業の展開  （２）生徒指導の充実（先手必勝）  （３）心の教育の推進  （４）家庭や地域、小学校との連携

学校名 伊万里市立伊万里中学校

４ 重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

最終評価 学校関係者評価


